
表2　一般勤労者世帯と被保護労働者世帯との消費水準の格差（東京都）
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表4　第26次生活保護葵準改定の概要（1級地）
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∈大人）　　　　9，600円以内

小人）　　　　7，680円以内

3p425

4，706PO25

（最高額131の職種）　　7，835

24p600円以内
　　2，
　　2，
　　1，
　実　費

5

5

　2，68
　5，00
　3，29
　4，295
　3汐435
7、000円以内
5，50QFJ以内
5，0GO円以内

43

1，185

2，800円以内
10，QQO円以内

同左

・このほかに，学校給食
費，通学のための交通費
等の実費が支給される．

・住宅事済により，第二種
公営住宅家賃の最高額を
標巡とした額1二1．3を乗
じた額の特別基準を設定

8・OOO円以内・このほかにP衛生材料費
20・OGO円以内　が支給される
　　　　　　（1，2る0円以内）

30，000円以内
15，000円以内
15，000円以内
9，600円以内
7，680円以内

3，98
5，405

6，885

8p605

28，000円以内

　　2，00
　　2，
　　2，0
　実　費

（注）・印は今回改定しなかった基準額である。
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